
知
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
よ
く
知
ら
な
い
？

そ
ん
な
言
葉
た
ち
を
集
め
て
み
ま
し
た
！

 ●私は舞台を観に行くことが好きでしたが、いままであまり
触れてこなかった舞台裏について詳しく知ることが出来てとて
も楽しかったです。また、現在のコロナ禍で舞台を観に行くに
あたり、気をつけた方がいいことがわかったので、これからは
ホールで働いている方々の迷惑にならないよう意識したいと思
いました !（美音） ●私は日頃、様々な舞台芸術を楽しませて
いただいていますが、私達観客が見ることができるのは公演中
の舞台上のみ。長い間気になっていた舞台裏での工夫や行われ
ていることを知ることができ、非常に興味深かったです。今回
この記事を担当させていただいたことで、また一つ観劇に行く
際の楽しみが増えました。（琴里） 

取材・文：大坪美音、大坪琴里

今回お話を聞かせていただきました、区民セン
ターホールの渡邉広宣さんです。渡邉さんは主に
照明を担当しています。今回の取材では実演も混
じえながら丁寧にお話をしてくださいました。舞
台に立つ方々を支えるこのお仕事に、大きなやり
がいを感じていらっしゃるそうです。

　
一
口
に
照
明
器
具
と
い
っ

て
も
、
天
井
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
向
き
の
み
変
え
る
こ

と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
や
、
舞
台
上
で
動
く
人
を

追
っ
て
照
ら
す
フ
ォ
ロ
ー
用

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
、
用

途
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
が

存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

照
明
は
人
を
照
ら
す
だ
け
で

な
く
、
光
の
三
原
色
を
利
用

し
て
背
景
に
色
を
つ
け
る
こ

と
で
舞
台
上
の
印
象
を
変
え

る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　　
２
階
の
照
明
室
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
の
機
械
は「
調

光
卓
」と
い
い
、
様
々
な
シ
ー

　
舞
台
上
の
演
出
を
よ
り
華
や
か
に
す
る

大
道
具
。
こ
れ
ら
を
設
置
す
る
場
合
、
主

催
者
側
が
業
者
に
頼
み
ま
す
。
演
目
な
ど

に
よ
り
沢
山
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
に
は
、
な
ん

と
２
日
間
か
け
て

舞
台
上
に
丸
太
小

屋
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
！

　
衣
装
の
製
作
は
専
門
業
者
や
会
社

が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
劇
団
な
ど
で

は
団
員
自
身
が
作
成
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。
ヘ

ア
メ
イ
ク
も
主
催
者

側
が
自
ら
行
い
ま
す
。

スポットライトを実際に動かしてみてく
ださっている渡邉さん。こうして舞台上
で演じる人を照らします。

所在地：目黒区目黒二丁目4番 36号
アクセス：
JR山手線・東急目黒線・東京メトロ南北線・都営三田線
目黒駅から徒歩10分
東急バス　権之助坂バス停から徒歩5分
東急バス　田道小学校入口バス停から徒歩2分

「ティーンズ・フェスタ・イン・めぐろ」の会場としても馴
染みの深い区民センターホール。私たち「めぐろう」編集
員が舞台に立ち「めぐろう」を紹介したこともあります。

ン
で
の
照
明
の
設
定
を
読
み

込
ま
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
舞
台
上
に
は
緞
帳
を
は
じ

め
と
す
る
幕
が
い
く
つ
か
あ

り
、
写
真
の
よ
う
な
装
置
を

使
い
上
下
さ
せ
ま
す
。
写
真

に
写
っ
て
い
る
綱
を
引
く
こ

と
で
舞
台
の
背
景
の
幕
を
下
ろ
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
綱
元
（
つ
な
も
と
）
と

い
う
道
具
を
使
い
、
ど
の
高
さ
ま
で
幕
を

下
ろ
す
の
か
調
節
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
以
前
と
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
も
多
く
あ
る
そ
う
で
す
。
主
に
人
数
制
限
や
、
数
ヶ
月
の
休
館

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
数
は
２
分
の
１
に
制

限
さ
れ
て
お
り
、
対
策
は
ば
っ
ち
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
は
常
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
の

接
触
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
他
に
も
感
染

対
策
は
ホ
ー
ル
側
の
み
に
留
ま
ら
ず
主
催
者
側
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
部
分
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
観
客
と
し
て
私
達
が
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
な

ん
で
し
ょ
う
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
入
り
口
で
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
や
検
温
へ
の
協
力
、
そ
し
て
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の
基

本
的
な
こ
と
で
す
。
ホ
ー
ル
で

働
い
て
い
る
方
々
や
主
催
者
、

ま
た
は
自
分
の
た
め
に
も
こ
れ

ら
の
こ
と
を
守
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
　
月
　
日
現
在

渡邉広宣さん

・
上
手
（
か
み
て
）：
客
席
か
ら
見
て
舞
台
の

右
側
の
こ
と
。

・
下
手
（
し
も
て
）：
客
席
か
ら
見
て
舞
台
の

左
側
の
こ
と
。

・
ア
ド
リ
ブ
：
台
本
に
な
い
即
興
の
セ
リ
フ

や
歌
詞
。
コ
メ
デ
ィ
作
品
で
は
時
事
ネ
タ

や
メ
タ
発
言
を
盛
り
込
む
こ
と
も
あ
る
。

・
マ
チ
ネ
：
昼
公
演
の
こ
と
。

・
ソ
ワ
レ
：
夜
公
演
の
こ
と
。

・
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
：
一
つ
の
役
に
対
し
て

二
人
の
キ
ャ
ス
ト
が
交
代
で
演
じ
る
こ
と
。

数
か
月
に
渡
る
長
期
公
演
の
場
合
に
多
い
。

・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
：
一
つ
の
作
品

の
中
で
、
役
名
の
な
い
複
数
の
役
を
演
じ

る
役
者
の
こ
と
。
サ
ン
ボ
と
略
す
こ
と
も

多
い
。

・
　
　（
サ
ウ
ン
ド
エ
フ
ェ
ク
ト
）：
音
響
効

果
の
こ
と
。
銃
声
・
嵐
・
馬
の
鳴
き
声
な

ど
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
音
で

舞
台
を
よ
り
リ
ア
ル
に
彩
る
。
ご
く
ま
れ

に
場
面
と
は
違
っ
た
　
　
が
鳴
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
る
。

・
千
秋
楽
：
最
終
公
演
日
の
こ
と
。
各
地
方

を
め
ぐ
る
公
演
の
場
合
は
、
地
方
ご
と
の

最
終
日
を
千
秋
楽
、
最
終
地
点
で
の
本
当

の
最
後
の
公
演
を
大
千
秋
楽
と
い
う
。
楽

（
ら
く
）
と
も
い
う
。

・
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
：
物
語
が
終
わ
っ
た
後

に
、
役
者
が
順
番
に
登
場
す
る
こ
と
。
観

客
は
目
一
杯
の
拍
手
で
迎
え
ま
す
。


